
管 内 肉 用 鶏 農 場 に お け る 衛 生 管 理 指 導  

                     紀 南 家 畜 保 健 衛 生 所  

                    ○ 寒 蝉 直 美  小 松  希  

                     藤 原 美 華  

 

【 目 的 】 畜 産 農 場 に お け る 衛 生 管 理 の 不 備 は 、 伝 染 病 の 発 生 を 引 き

起 こ し 、 家 畜 の 生 産 性 の 低 下 や 死 亡 率 の 増 加 に つ な が る 恐 れ が あ る 。

ま た 、 不 適 切 な 温 度 ・ 湿 度 管 理 、 栄 養 不 足 、 換 気 不 良 と い っ た 管 理

失 宜 は 、 環 境 ス ト レ ス に よ る 免 疫 力 の 低 下 や 、 皮 膚 お よ び 呼 吸 上 皮

の 傷 害 を 引 き 起 こ し 、 出 荷 成 績 の 悪 化 や 感 染 症 の 発 生 の 原 因 と な り

得 る  [1]。 農 場 の 利 益 を 向 上 さ せ る に は 、 飼 養 す る 家 畜 の 死 亡 率 の

低 減 や 良 好 な 出 荷 成 績 の 維 持 が 重 要 で あ り 、 そ の た め に は 日 ご ろ か

ら の 適 切 な 管 理 が 必 須 で あ る 。  

管 内 肉 用 鶏 農 場 の 毎 月 の 死 亡 羽 数 を 調 査 し た と こ ろ 、 1 農 場 で 、

高 い 死 亡 率 で の 推 移 が 確 認 さ れ 、 1 か 月 あ た り の 平 均 死 亡 羽 数 は 約

1,100 羽 で あ っ た （ 図 1）。 高 い 死 亡 率 に よ る 経 済 的 な 損 失 が 懸 念 さ

れ た た め 、 今 回 、 当 該 農 場 に 対 し 、 衛 生 管 理 の 見 直 し と 指 導 を 行 っ

た の で 、 そ の 概 要 を 報 告 す る 。  

 

【 方 法 】 死 亡 率 の 高 い A 農 場 （ 平 飼 い 開 放 鶏 舎 、 肉 用 鶏 50,000 羽 、

採 卵 鶏 800 羽 飼 養 ） と 、 雛 の 導 入 元 が 同 じ で 死 亡 率 が 平 均 的 な B 農

場 （ ウ イ ン ド ウ レ ス 鶏 舎 、 肉 用 鶏 12,000 羽 飼 養 ） を 比 較 し た 。 両

農 場 か ら 鶏 舎 内 ス ワ ブ 9 検 体 お よ び 盲 腸 便 3 検 体 （ プ ー ル 検 体 ） を

採 材 し 、 大 腸 菌 お よ び サ ル モ ネ ラ 属 菌 の 分 離 検 査 を 行 っ た 。 盲 腸 便

に つ い て は 寄 生 虫 卵 検 査 （ マ ッ ク マ ス タ ー 法 ） を 実 施 し た 。 ま た 、

農 場 管 理 者 に 対 し 、 死 亡 ・ 淘 汰 の 状 況 に つ い て 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ

た 。 A 農 場 に お い て は 衰 弱 鶏 の 解 剖 お よ び 盲 腸 ・ 十 二 指 腸 内 容 物 の

寄 生 虫 卵 検 査 、 鶏 舎 の 環 境 調 査 （ 風 量 測 定 、 ア ン モ ニ ア 濃 度 測 定 、

鶏 舎 当 た り の 飼 養 密 度 ） を 追 加 で 行 っ た 。 得 ら れ た 調 査 結 果 か ら 、

衛 生 管 理 に つ い て 指 導 を 行 っ た 。  

 

【 結 果 】 両 農 場 の 鶏 舎 内 ス ワ ブ お よ び 盲 腸 便 か ら 大 腸 菌 が 検 出 さ れ 、

一 部 の 鶏 舎 内 ス ワ ブ か ら は サ ル モ ネ ラ 属 菌 も 検 出 さ れ た 。 出 荷 後 の

洗 浄 ・ 消 毒 を 徹 底 す る こ と 、 入 雛 前 の 空 舎 期 間 を 2 週 間 以 上 確 保 す

る こ と に つ い て 指 導 を 行 っ た 。  

盲 腸 便 寄 生 虫 卵 検 査 は 両 農 場 陰 性 で あ っ た が 、 A 農 場 の 解 剖 し た

衰 弱 鶏 3 羽 （ No.1～ 3） の う ち 2 羽 （ No.1、 No.2） で 小 腸 の 点 状 出

血 が 確 認 さ れ 、 同 個 体 の 盲 腸 内 容 物 か ら コ ク シ ジ ウ ム オ ー シ ス ト が

検 出 さ れ た （ 表 1）。 こ の 結 果 を 受 け て 、 コ ク シ ジ ウ ム 症 対 策 と し

て 、 鶏 舎 消 毒 に オ ル ソ 剤 を 使 用 す る こ と 、 消 毒 後 に 石 灰 乳 を 塗 布 す



る こ と に つ い て 指 導 し た 。 出 荷 ・ 洗 浄 ・ 消 毒 後 、 新 規 に 導 入 さ れ た

鶏 群 3 羽 （ No.4～ 6） を 同 様 に 検 査 し た と こ ろ 、 2 羽 （ No.5、 No.6）

で 十 二 指 腸 の 点 状 出 血 が 確 認 さ れ 、 2 羽 （ No.4、 No.6） の 盲 腸 内 容

物 か ら コ ク シ ジ ウ ム オ ー シ ス ト が 検 出 さ れ た （ 表 2）。 A 農 場 で は 鶏

舎 ご と の 出 荷 の 時 期 が 異 な っ て お り 、 農 場 内 で 使 用 す る 長 靴 の 消 毒

に は 消 石 灰 を 使 用 し て い た 。 A 農 場 に 対 し 、 鶏 舎 ご と の 長 靴 交 換 を

従 業 員 含 め 再 度 徹 底 す る こ と 、 長 靴 の 消 毒 に オ ル ソ 剤 を 使 用 す る こ

と 、 農 場 作 業 は 若 齢 の 鶏 群 を 先 に 実 施 す る こ と に つ い て 指 導 し た 。  

A 農 場 の 環 境 調 査 の 結 果 は 表 3 の と お り で あ る 。 温 度 は 25.7 ℃ 、

ア ン モ ニ ア 濃 度 は 0.00～ 0.01 ppm で あ っ た 。 風 速 は 床 上 50 cm の

高 さ で は 風 速 1.1 m/s、 鶏 の 頭 の 高 さ （ 床 上 30 cm） で は 0.3 m/s

で あ っ た 。 鶏 舎 ご と の 平 均 飼 養 密 度 は 44.5 羽 /坪 で あ り 、 ア ニ マ

ル ウ ェ ル フ ェ ア 上 で 推 奨 さ れ る 密 度  [2]を 下 回 っ て い た 。 A 農 場 の

平 均 育 成 率 は 93.7 %で あ り 、 全 国 平 均  [3]を 下 回 っ て い た 。 ま た 、

鶏 舎 別 に 見 た と き 、 最 も 育 成 率 が 悪 い 鶏 舎 は 86.8 %で あ っ た 。  

聞 き 取 り 調 査 よ り 、 毎 月 の 死 亡 率 は B 農 場 よ り A 農 場 で 高 い 値 で

推 移 し て い る こ と が 分 か っ た （ 図 1）。 A 農 場 の 週 齢 ご と の 死 亡 率 を

み た と こ ろ 、 出 荷 直 前 の 鶏 群 （ 6 週 齢 以 降 ） で 淘 汰 さ れ る 個 体 が 多

い ほ か 、 一 部 の 鶏 群 で は 2 週 齢 ま で の 死 亡 率 が 高 い こ と が 分 か っ た

（ 図 2）。 A 農 場 の 淘 汰 ・ 死 亡 の 原 因 は 、 脚 弱 や そ れ に 伴 う 衰 弱 が 多

か っ た （ 図 3）。 A 農 場 の 管 理 者 は 、 脚 弱 の 原 因 は 種 鶏 場 で の ワ ク チ

ン の 卵 内 接 種 の 影 響 で あ る と 考 え 、 問 題 視 し て い な い 様 子 だ っ た が 、

同 じ 種 鶏 場 で 卵 内 接 種 を 受 け た 初 生 雛 を 導 入 し て い る B 農 場 で は 、

脚 弱 の 鶏 は 多 く は な い と の こ と で あ っ た 。  

 

【 考 察 】 A 農 場 、 B 農 場 の 鶏 舎 内 ス ワ ブ か ら 大 腸 菌 、 サ ル モ ネ ラ 属

菌 が 検 出 さ れ た 。 大 腸 菌 は 、 ス ト レ ス が か か る 飼 養 環 境 下 で 鶏 を 飼

養 し た 場 合 に 、 大 腸 菌 症 を 引 き 起 こ す 可 能 性 が あ る  [4]。 サ ル モ ネ

ラ 菌 は 食 中 毒 の 原 因 菌 で あ り 、 鶏 卵 、 鶏 肉 由 来 の サ ル モ ネ ラ の 人 へ

の 感 染 が 報 告 さ れ て い る  [5]ほ か 、 鶏 へ の 病 原 性 を 示 す こ と が あ る  

[6]。 大 腸 菌 症 や サ ル モ ネ ラ 症 の 対 策 と し て 、 出 荷 後 の 鶏 舎 の 洗 浄 、

消 毒 の 徹 底 と 空 舎 期 間 の 確 保 に よ る 汚 染 源 の 除 去 に つ い て 指 導 し た 。  

A 農 場 で は 解 剖 鶏 の 盲 腸 内 容 物 か ら コ ク シ ジ ウ ム オ ー シ ス ト が 検

出 さ れ た 。 A 農 場 の 管 理 者 の 話 で は 、 以 前 か ら 血 便 を 呈 す る 鶏 が 散

見 さ れ る と の こ と で あ り 、 農 場 内 で の コ ク シ ジ ウ ム 症 の ま ん 延 が 示

唆 さ れ た 。 対 策 と し て 、 コ ク シ ジ ウ ム に 対 す る 消 毒 効 果 が あ る オ ル

ソ 剤 や 石 灰 乳  [7]を 鶏 舎 消 毒 に 使 用 す る よ う 指 導 し た が 、 鶏 舎 消 毒

後 も 重 度 に コ ク シ ジ ウ ム に 寄 生 さ れ た 鶏 が 確 認 さ れ た 。 長 靴 、 手 指 、

器 具 に 付 着 し た オ ー シ ス ト を 、 消 毒 後 の 鶏 舎 へ 人 為 的 に 拡 散 し て い

る 可 能 性 が 考 え ら れ た た め 、 長 靴 消 毒 の 重 要 性 や 作 業 手 順 の 見 直 し



に つ い て 、 追 加 で 指 導 を 行 っ た 。 今 後 は 、 継 続 的 に 検 査 や 指 導 を 行

い 、 改 善 の 効 果 を 確 認 す る と と も に 、 必 要 に 応 じ て 追 加 指 導 を 行 う 。  

B 農 場 よ り A 農 場 の 死 亡 率 が 高 い 理 由 に つ い て 調 査 し た と こ ろ 、

A 農 場 で は 脚 弱 鶏 の 淘 汰 ・ 死 亡 が 多 い こ と 、 雛 の 時 期 か ら 首 の 屈 曲

な ど の 姿 勢 の 異 常 が 確 認 さ れ る こ と が わ か っ た 。 A 農 場 は 開 放 鶏 舎

で あ り 、 ブ ル ー ダ ー 、 フ ァ ン 、 ミ ス ト 、 カ ー テ ン の 使 用 の み で は 十

分 な 温 度 ・ 湿 度 の 調 整 が で き て い な い と の こ と で あ っ た 。 実 際 に 鶏

舎 の 環 境 調 査 を 行 っ た と こ ろ 、 フ ァ ン を 稼 働 し て い た こ と も あ り 、

床 上 50 ㎝ の 地 点 で は 風 流 が 確 保 さ れ て お り 、 鶏 舎 内 の ア ン モ ニ ア

濃 度 は 、 呼 吸 器 に 悪 影 響 を 及 ぼ す と さ れ る 10～ 20 ppm [1]を 下 回 っ

て い た 一 方 で 、 温 度 は 当 日 の 外 気 温 （ 26 ℃ ） と ほ ぼ 同 等 の 温 度 で

あ っ た （ 表 3）。 以 上 か ら 、 A 農 場 の 高 い 死 亡 率 の 直 接 的 な 原 因 と し

て 、 温 度 ・ 湿 度 管 理 の 問 題 、 特 に 、 温 度 ・ 湿 度 の 影 響 を 受 け や す い

導 入 直 後 の 雛 で の 管 理 失 宜 が 影 響 し て い る と 推 測 さ れ る 。 気 温 の 低

下 や 昼 夜 の 寒 暖 差 に よ り 、 鶏 舎 内 の 温 度 が 低 下 す る と 雛 の 分 布 が 偏

る こ と が あ る 。 雛 の 密 集 に よ る 圧 迫 に よ り 、 圧 死 や 、 脚 ・ 首 へ の 傷

害 が 発 生 し て い る 可 能 性 が 考 え ら れ る 。 ま た 、 環 境 ス ト レ ス に よ り

雛 の 免 疫 力 が 低 下 し 、 感 染 症 に よ る 脚 弱 が 発 生 し て い る 可 能 性 も 考

え ら れ る 。 今 後 、 A 農 場 へ は 鶏 舎 環 境 の 改 善 を 優 先 的 に 指 導 す る 。  

畜 産 農 場 に お け る 収 益 を 安 定 化 さ せ る た め に は 、 衛 生 管 理 の 徹 底

に よ る 疾 病 の 発 生 予 防 と 、 飼 養 環 境 の 適 正 化 に よ り 、 死 亡 率 を 低 減

さ せ る こ と が 重 要 で あ る 。 今 後 は 衛 生 管 理 指 導 と 合 わ せ 、 鶏 舎 の 温

度 管 理 を は じ め と し た 飼 養 管 理 の 指 導 を 行 い 、 養 鶏 農 場 に お け る 生

産 性 の 向 上 を 目 指 す 。  
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表3 環境調査

アンモニア濃度（ppm） 風速（m/s）
床上 床上 床上 床上
10㎝ 150㎝ 30㎝ 50㎝

25.7 0.01 0.00 0.3 1.1
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育成率*4 平均育成率

（令和2年）（％） （％）
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